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た
正
答
率
五
割
程
度
に
達
し
て
い
た
。

プ
レ
テ
ス
ト
の
設
問
条
件
や
設
問
文
に
は
、
こ
れ
か
ら
生
徒
に
求
め
ら

れ
る
力
や
、
そ
の
た
め
の
学
習
活
動
や
指
導
方
法
の
方
向
性
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
示
唆
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
レ
テ
ス
ト

の
分
析
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

〔
プ
レ
テ
ス
ト
の
ね
ら
い
〕

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
六
月
に
プ
レ
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
つ
い

て
明
示
し
て
い
る
。
歴
史
（
世
界
史
B
と
日
本
史
B
）
に
つ
い
て
は
、

「
歴
史
に
関
わ
る
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
過
程
を
重
視
」

し
、「
用
語
に
関
す
る
知
識
で
は
な
く
、
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や

相
互
の
関
連
等
に
関
す
る
理
解
」
を
求
め
、「
教
科
書
等
で
扱
わ
れ
て
い

な
い
初
見
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
授
業
で
学

ん
だ
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、
仮
説
を
立
て
た
り
、
歴
史
的
事
象
の
展
開

を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
問
題
や
、
時
代
や

地
域
に
よ
ら
ず
「
歴
史
の
見
方
」
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
問
題
、

時
間
軸
を
長
く
取
っ
た
時
代
を
貫
く
問
題
な
ど
」
も
含
む
、
と
さ
れ
て
い

る
。

〔
出
題
の
特
徴
〕

第
一
問
が
テ
ー
マ
史
、
第
二
問
が
古
代
、
第
三
問
が
中
世
、
第
四
問
が

近
世
、
第
五
・
六
問
が
近
現
代
と
い
う
分
野
で
全
六
大
問
三
六
小
問
の
構

成
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
様
だ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
問
の
問
三
、

は
じ
め
に

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
今
年
で
三
〇
回
目
の
実
施
と
な
っ
た
。

「
平
成
」
最
後
と
な
っ
た
「
日
本
史
B
」
の
試
験
で
は
、
初
め
て
平
成
年

間
（
一
九
九
〇
年
代
）
の
出
来
事
を
問
う
出
題
が
あ
っ
た
ほ
か
、
年
号

（
元
号
）
を
素
材
と
し
て
中
世
の
政
治
と
社
会
を
問
う
出
題
も
見
ら
れ
、

今
年
五
月
か
ら
新
元
号
と
な
る
動
き
を
反
映
し
て
い
る
と
し
て
話
題
に
な

っ
た
。
来
年
一
月
が
最
後
の
実
施
と
な
る
。

一
方
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
向
け
て
、
昨

年
十
一
月
、
二
回
目
の
試
行
調
査
（
以
下
、
プ
レ
テ
ス
ト
）
が
行
わ
れ
た
。

一
昨
年
の
一
回
目
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
学
習
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
て

い
る
思
考
力
・
判
断
力
を
評
価
す
る
た
め
、
多
様
な
史
資
料
の
活
用
や
設

問
形
式
、
場
面
設
定
等
が
見
ら
れ
た
。
昨
年
末
に
正
答
率
が
公
表
さ
れ
、

日
本
史
B
は
五
三
・
五
八
％
で
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
目
標
と
し
て
い

（
1
）

（
2
）

（
3
）

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト

二
回
目
の
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

試
行
調
査
に
つ
い
て

豊田基裕
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第
三
問
の
問
三
（
二
）、
第
四
問
の
問
二
（
二
）、
第
五
問
の
問
一
、
第
六

問
の
問
一
の
よ
う
に
、
従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
見
ら
れ
た
主
に
知
識

を
問
う
設
問
形
式
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
精
読
が
求
め
ら
れ
る
史
資
料
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
よ
り
深
い
思
考
力
・
判
断
力
を
求
め
る
多
様
で

複
雑
な
設
問
形
式
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
比
べ
て

短
時
間
で
題
意
を
的
確
に
捉
え
処
理
す
る
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
各
大
問
の
中
で
特
徴
的
な
設
問
を
抽
出
し
分
析
し
て
い
こ

う
。

第
一
問

「
開
発
と
人
々
と
の
関
係
史
」「
災
害
と
人
々
と
の
関
係
史
」
と
い
う
二

つ
の
主
題
で
同
時
代
を
捉
え
る
出
題
だ
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
東
日

本
大
震
災
の
ほ
か
、
プ
レ
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一

八
）
の
世
相
を
表
す
漢
字
が
「
災
」
だ
っ
た
よ
う
に
日
本
各
地
で
大
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
。

問
三
は
、
問
題
自
体
は
戦
国
大
名
の
領
国
振
興
策
に
関
す
る
知
識
理
解

を
問
う
内
容
だ
が
、
カ
ー
ド
に
ま
と
め
た
も
の
を
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
提
示

し
意
見
を
求
め
探
究
を
進
め
る
と
い
う
学
習
過
程
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

問
四
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
「
歴
史
の
考
察
」
を
踏
ま
え
た
出

題
で
、
津
波
碑
文
に
彫
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
史
料
の
共
通
点
を
考
察
す
る
。

問
五
は
、
足
尾
銅
山
の
近
代
化
に
関
し
て
立
場
の
異
な
る
史
料
（『
古

河
市
兵
衛
翁
伝
』
と
『
田
中
正
造
全
集
』）
と
グ
ラ
フ
（
近
代
日
本
の
銅

の
生
産
と
輸
出
）
か
ら
読
み
取
れ
た
情
報
を
ま
と
め
る
と
い
う
学
習
の
場

面
か
ら
、
歴
史
的
事
象
の
見
方
の
多
様
性
を
問
う
て
い
る
。

問
六
は
、
開
発
・
災
害
に
対
す
る
政
府
の
対
応
の
推
移
に
つ
い
て
、
時

代
ご
と
の
特
徴
を
説
明
し
た
五
文
を
年
代
整
序
す
る
出
題
で
あ
る
。「
中

央
政
府
の
機
能
が
弱
く
、
在
地
の
力
で
自
ら
救
済
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ

っ
た
。」
や
「
法
律
が
整
備
さ
れ
、
大
規
模
工
事
の
際
に
は
影
響
を
事
前

評
価
す
る
仕
組
み
が
で
き
た
。」
と
い
う
、
他
の
三
文
と
比
べ
て
少
々
時

代
を
特
定
し
づ
ら
い
選
択
肢
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
正
答
率
が
こ
の
大
問
の

中
で
最
も
低
か
っ
た
。
な
お
、
設
問
文
は
協
働
的
な
学
び
を
き
っ
か
け
に

主
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
と
い
う
学
習

場
面
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
探
究
学
習
の
在
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
二
問

古
代
の
官
道
制
度
を
テ
ー
マ
に
、
一
回
目
の
プ
レ
テ
ス
ト
で
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
地
図
を
含
め
、
多
様
な
史
資
料
を
利
用
し
そ
の
読
解
を
求
め
る

出
題
で
、
正
答
率
か
ら
は
全
大
問
の
中
で
最
も
難
度
が
高
か
っ
た
と
い
え

る
。問

一
は
、
古
代
の
官
道
に
関
す
る
写
真
（
曲
金
北
遺
跡
の
道
路
遺
構
）

と
そ
の
周
辺
の
地
図
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
に
対
し
て
、
そ
の
背
景
や
理
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由
を
考
察
さ
せ
る
。
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
い
て
も
視
覚
資
料
を
読
み
解
く

出
題
は
散
見
す
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
進
ん
だ
出
題
形
式
と
な
っ
て
い

る
。問

二
（
二
）
は
、
播
磨
国
の
小
犬
丸
遺
跡
の
変
遷
を
示
し
た
表
と
八
〇

六
年
に
出
さ
れ
た
勅
の
史
料
（『
日
本
後
記
』）
か
ら
、
官
道
制
度
の
衰
退

し
た
背
景
を
正
誤
判
定
す
る
出
題
。

問
三
は
、
地
図
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
の
正
誤
を
判
定
し
た
上
で
、
正

し
い
と
判
断
し
た
情
報
と
適
合
す
る
歴
史
的
事
実
を
判
別
す
る
複
合
型
の

組
合
せ
問
題
で
、
正
答
率
は
全
設
問
の
中
で
最
低
だ
っ
た
。
地
図
を
反
転

さ
せ
て
中
央
政
府
の
東
北
経
営
を
蝦
夷
の
視
点
で
捉
え
る
設
定
は
新
し
く
、

歴
史
的
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力
を
養
う
上
で
の
教
材
提

示
と
し
て
も
留
意
し
た
い
。

問
四
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
道
路
に
設
け
ら
れ
た
関
（
関
所
）
に
つ
い

て
の
三
つ
の
史
料
と
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
関
の
機
能
の
説
明
文
を
組

合
せ
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
年
代
を
整
序
す
る
複
合
型
の
設
問
。

第
三
問

生
徒
が
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
の
要
旨
を
リ
ー
ド
文
と
し
て
、
中
世
に
お
け

る
外
的
影
響
と
社
会
の
変
化
を
捉
え
る
出
題
だ
っ
た
。

問
一
は
、
一
見
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
見
ら
れ
る
出
題
形
式
で
四
つ
の

写
真
か
ら
設
問
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

何
で
あ
る
か
と
い
う
知
識
よ
り
も
、「
外
か
ら
の
波
」
を
説
明
す
る
と
い

う
目
的
に
応
じ
た
情
報
を
読
み
取
る
力
を
求
め
て
い
る
。

問
二
は
生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
反
論
の
成
否
を
判
別
す
る
。
問
三

（
一
）
は
対
外
か
ら
国
内
に
視
点
を
変
え
て
一
三
〜
一
四
世
紀
の
商
業
と

交
通
に
つ
い
て
書
か
れ
た
史
料
（『
庭
訓
往
来
』）
か
ら
読
み
取
れ
な
い
内

容
を
選
択
す
る
。
問
四
は
一
五
世
紀
に
対
す
る
異
な
る
二
つ
の
評
価
の
根

拠
を
組
み
合
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
、
歴
史
の
展
開
に
関
わ
る
事
象
の
意
味

や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
、
セ
ン
タ
ー

試
験
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
手
法
の
設
問
で
あ
る
。
教
材
提
示
や

生
徒
の
活
動
の
点
か
ら
も
留
意
し
た
い
。

第
四
問

近
世
の
文
書
や
絵
図
な
ど
、
資
料
が
作
成
さ
れ
た
目
的
や
歴
史
的
背
景

を
問
う
出
題
だ
っ
た
。

問
一
は
、
幕
府
が
代
官
に
示
し
た
法
令
と
百
姓
が
名
主
を
訴
え
た
訴
状

の
史
料
読
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
史
の
知
識
と
い
う
よ
り
、
誰

が
誰
に
ど
う
し
た
か
と
い
う
文
章
の
精
読
や
情
報
分
析
の
力
を
問
う
設
問

と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
問
二
（
二
）
は
読
解
と
い
っ
て
も
、
俳
句
が
語

る
社
会
の
世
相
に
着
目
し
て
、
小
林
一
茶
の
二
句
の
歴
史
的
な
背
景
を
考

察
す
る
設
問
で
あ
っ
た
。

問
四
は
、
近
世
の
幕
府
の
公
文
書
管
理
に
関
し
て
荻
生
徂
徠
が
述
べ
た
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意
見
（『
政
談
』）
の
史
料
読
解
と
、
そ
の
史
料
と
関
係
が
あ
る
政
策
（
足

高
の
制
）
を
選
択
す
る
組
合
せ
問
題
。

第
五
問

近
代
日
本
の
経
済
・
国
際
関
係
に
つ
い
て
、
A
は
一
八
八
〇
年
代
前
後

の
経
済
状
況
、
B
は
ビ
ゴ
ー
の
風
刺
画
を
も
と
に
日
清
戦
争
後
の
世
界
と

日
本
、
を
問
う
出
題
だ
っ
た
。
A
に
は
、
生
徒
が
松
方
財
政
の
背
景
か
ら

影
響
ま
で
を
整
理
し
た
想
定
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
生

徒
に
学
習
内
容
を
表
現
さ
せ
た
り
発
表
さ
せ
た
り
す
る
手
法
と
し
て
有
用

で
あ
る
。

問
二
は
、
松
方
デ
フ
レ
の
長
期
化
が
人
々
の
生
活
に
及
ぼ
し
た
大
き
な

影
響
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
選
択
す
る
設
問
。
グ
ラ

フ
を
用
い
た
設
問
で
は
あ
っ
た
が
、
既
習
の
知
識
か
ら
グ
ラ
フ
を
精
査
せ

ず
と
も
デ
フ
レ
の
影
響
と
「
小
作
地
」「
破
産
者
」「
農
民
騒
擾
」
と
を
結

び
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
三
は
、
企
業
勃
興
期
の
三
重
紡
績
会
社
と
日
本
鉄
道
会
社
の
営
業
状

況
を
示
し
た
史
料
読
解
の
設
問
だ
が
、
第
四
問
の
問
一
と
同
様
、
日
本
史

の
知
識
と
い
う
よ
り
国
語
的
な
読
解
力
を
問
う
設
問
と
い
え
る
。

問
四
は
、
リ
ー
ド
文
で
示
さ
れ
た
風
刺
画
と
そ
れ
を
説
明
し
た
メ
モ
か

ら
情
報
を
読
み
解
き
、
同
じ
テ
ー
マ
で
描
か
れ
た
風
刺
画
を
選
択
す
る
設

問
。
当
時
を
物
語
る
視
覚
資
料
と
し
て
授
業
で
多
用
さ
れ
る
風
刺
画
だ
が
、

誇
張
や
比
喩
表
現
の
部
分
的
な
解
釈
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
教
材
の
価

値
は
表
層
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
風
刺
画
に
描
か
れ
た

内
容
は
事
実
と
虚
構
を
併
せ
持
つ
た
め
、
そ
れ
ら
を
見
極
め
た
上
で
作
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

問
五
は
、
日
清
戦
争
後
の
日
本
や
日
本
と
諸
外
国
と
の
関
係
を
示
し
て

い
る
グ
ラ
フ
や
地
図
、
表
の
四
つ
の
資
料
を
参
考
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
利
益

を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
下
関
条
約
の
条
項
を
二
つ
選
択
す
る
設
問
。
選
択

肢
自
体
は
正
し
い
内
容
で
あ
り
、
設
問
条
件
を
お
さ
え
て
選
択
肢
と
資
料

の
組
合
せ
を
丁
寧
に
検
証
し
て
い
け
ば
正
答
で
き
る
。
情
報
の
選
択
、
資

料
の
活
用
す
る
力
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
側
の
視
点
で
、

日
本
の
動
き
を
捉
え
る
と
い
う
視
点
に
も
注
目
し
た
い
。

第
六
問

新
学
習
指
導
要
領
の
日
本
史
探
究
に
お
い
て
は
、「
時
代
の
転
換
や
展

開
を
捉
え
、
歴
史
の
画
期
を
見
い
だ
し
現
代
の
日
本
の
課
題
を
歴
史
的
な

経
緯
を
踏
ま
え
て
探
究
」
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、

近
現
代
お
け
る
時
代
の
転
換
点
に
関
す
る
三
人
の
生
徒
の
発
表
を
リ
ー
ド

文
と
し
て
、
歴
史
的
事
象
の
特
徴
や
因
果
関
係
を
考
察
す
る
出
題
だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
、
文
化
の
大
衆
化
、
一
九
六
〇

年
代
を
時
代
の
転
換
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

問
一
は
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
の
最
も
適
当
な
説
明
を
選
ぶ
知
識
問
題
だ
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式
で
、
生
徒
に
歴
史
的
評
価
を
問
う
意
欲
的
な
出
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

プ
レ
テ
ス
ト
の
設
問
か
ら
、
授
業
で
は
基
本
的
な
知
識
の
習
得
の
上
に
、

歴
史
的
事
象
の
因
果
関
係
、
歴
史
的
な
意
義
や
評
価
を
考
察
す
る
よ
う
な

学
習
課
題
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
多
様
な
資
料
を
活
用
し
探
究
し
た
成
果
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
発
表
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
持
ち
寄
っ
て
生
徒
同
士
で
討
論
し
た
り
す

る
活
動
が
入
る
。
授
業
者
に
は
、
歴
史
の
多
様
な
見
方
を
育
む
た
め
、
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
賛
成
と
反
対
、
主
流
派
と
少
数
派
、
自
国
側
と

相
手
国
側
な
ど
、
比
較
検
討
で
き
る
資
料
を
提
示
し
た
り
発
問
の
工
夫
を

し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
活

動
に
取
り
組
め
て
く
れ
ば
、
お
の
ず
と
生
徒
の
歴
史
的
思
考
力
、
さ
ら
に

は
歴
史
観
が
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
現
実
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
、
そ
し
て
新
教

育
課
程
の
「
歴
史
総
合
」
や
「
日
本
史
探
究
」
が
始
ま
る
と
な
る
と
、
そ

の
対
応
に
筆
者
を
含
め
不
安
を
お
持
ち
の
先
生
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

筆
者
が
事
務
局
を
務
め
る
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
（
全
歴
研
）
で
は
、

毎
年
七
月
下
旬
に
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
研
究
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

六
〇
回
目
と
な
る
今
大
会
は
、
東
京
で
「
新
し
い
歴
史
教
育
の
創
造
を
目

指
し
て
〜
転
換
期
の
歴
史
教
育
の
在
り
方
」
と
題
し
、
七
月
二
十
四
日
は

（
4
）

っ
た
が
、
漱
石
ほ
ど
の
高
名
な
小
説
家
で
あ
り
な
が
ら
正
答
率
は
低
か
っ

た
。
文
化
史
に
お
け
る
文
学
に
関
し
て
の
学
習
が
、
作
家
と
作
品
、
文
学

思
潮
の
名
称
の
知
識
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

問
二
は
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
人
の
意
識
の
変
化
に
関
す
る
二
つ
の
捉

え
方
と
そ
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
な
出
来
事
の
組
合
せ
問
題
。

第
三
問
の
問
四
と
近
い
設
問
形
式
で
あ
る
。

問
三
は
、
問
六
と
と
も
に
空
欄
に
入
る
語
句
で
は
な
く
文
を
選
択
さ
せ

る
設
問
で
、
正
答
率
が
こ
の
大
問
の
中
で
最
も
低
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の

結
果
は
設
問
形
式
と
い
う
よ
り
、
正
確
に
リ
ー
ド
文
に
適
合
す
る
肢
文
を

捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

問
四
は
、
吉
野
作
造
の
民
本
主
義
に
つ
い
て
、
現
在
の
日
本
国
憲
法
の

基
本
原
理
と
比
較
し
た
と
き
の
時
代
的
な
限
界
を
示
す
言
葉
の
要
約
を
選

択
さ
せ
る
。
民
本
主
義
と
日
本
国
憲
法
の
理
解
を
前
提
と
し
て
、
第
五
問

の
問
五
と
同
様
、
四
つ
の
肢
文
は
内
容
的
に
は
正
し
く
設
問
条
件
を
お
さ

え
て
思
考
・
判
断
す
る
新
し
い
手
法
で
あ
る
。

問
五
は
、
第
五
問
A
の
資
料
と
比
べ
て
簡
略
な
高
度
経
済
成
長
の
因
果

関
係
を
表
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
空
欄
に
適
当
な
語
句
を
補
充
す
る
組

合
せ
問
題
。
問
七
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
と
一
九
四
五
年
の
衆
議
員
議
員
選

挙
法
改
正
の
二
択
か
ら
、
転
換
点
と
し
て
支
持
す
る
歴
史
的
事
象
を
選
び

そ
の
理
由
と
と
も
に
組
合
せ
を
選
ば
せ
る
設
問
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
に

よ
っ
て
正
答
が
異
な
る
。
前
回
の
プ
レ
テ
ス
ト
で
も
出
題
さ
れ
た
設
問
形
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四
分
科
会
に
分
か
れ
て
歴
史
総
合
、
日
本
史
探
究
、
世
界
史
探
究
に
向
け

た
実
践
報
告
、
二
十
五
日
は
「
新
し
い
歴
史
教
育
へ
の
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
中
高
大
の
教
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
多

く
の
先
生
方
に
大
会
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
熱
心
な
討
議
や
情
報
交

換
の
場
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（1
）　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
H
P
に
試
験
問
題
と
と
も
に
、
試
験
問
題

の
内
容
、
程
度
、
出
題
方
法
等
に
つ
い
て
の
意
見
・
評
価
を
ま
と
め

た
試
験
問
題
評
価
委
員
会
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

一
回
目
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
六
一
号
に
て
詳
細

に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
H
P
に
、
問
題
の
ね
ら
い
や
主
に
問
い
た

い
資
質
・
能
力
と
と
も
に
、
小
問
正
答
率
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

全
歴
研
は
全
国
の
歴
史
教
育
研
究
団
体
の
交
流
に
よ
っ
て
歴
史
教

育
の
発
展
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
（
一
九

六
〇
）
八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
毎
年
一
回
研
究
大
会
を
開
催

し
、
そ
の
成
果
報
告
を
研
究
紀
要
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
今
夏
の

東
京
大
会
の
詳
細
は
、
全
歴
研
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（http://w
w
w
.zenrekiken.jp/

、
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
最
終
閲

覧
）

（
と
よ
だ
・
も
と
ひ
ろ
／
東
京
都
立
大
江
戸
高
等
学
校
教
諭
）
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